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あゆとふれあう� 1，700人」

さる� 7月26日，� 27日勝浦川今山橋下流の河川敷において，第� 2回あゆまつりがくりひろ

げられました。

日程も� 2日間となり晴天に恵まれ，町内外約1，700人の参加のなか，大人子供をとわず，

あゅのつかみどり・花火ほか各種イベン卜で真夏のひとときを満喫しました。� 

8月号
町民のうごき

世帯数� 1，977・人口 男� 3，857 女� 4，038 計� 7，895(昭和61年� 7月1日現在)

出生男� 5女� 1l計6・死亡男� 0女� O計� 0・転入男� 4女� 6計10・転出男� 7女� g計16(昭和61年� 6月中)
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カゐ

myに期
待
の
も
て
る

「
サ
ン
シ

ヨ
ウ
の
木
」
を

作
り
ま
せ
ん
か
日

昭
和
五
十
六
年
二
月
の
大
寒
波

況
か
ら
判
断
す
れ
ば
お
お
よ
そ
の

以
来
、
本
町
に
は
い
ろ
い
ろ
な
作

見
当
は
っ
き
ま
す
。
す
な
わ
ち
、

物
が
導
入
さ
れ
、
そ
の
一
部
は
わ

次
の
よ
う
な
こ
と
が
言
え
そ
う
で

ず
か
数
年
で
姿
を
消
し
既
に
忘
れ

す
。成
木
一
樹
当
り
の
収
穫
量
(
七

1
八
年
先
)
約
十
キ
ロ
グ
ラ
ム
、

り
、
収
益
性
の
悪
い
み
か
ん
圏
、

水
回
転
換
、
ま
た
新
た
に
開
畑
を

し
て
も
未
収
益
期
聞
か
短
く
相
当

お
も
し
ろ
そ
っ
に
思
、
え
ま
す
。

=
一
、
収
益
性

き
て
こ
の
収
益
性
は
ど
う
で
あ

ろ
う
か
、
本
町
に
は
未
だ
成
木
園

が
な
い
の
で
確
実
な
こ
と
は
言
え

な
い
が
、
過
去
の
実
績
と
生
育
状

の
約
八
日
間
が
勝
負
で
あ
り
ま
す
。)

玉
、
今
後
栽
培
を
希
望
さ
れ
る
方

こ
の
記
事
を
見
て
単
に

「
お
も

し
ろ
そ
う
だ
か
ら
や
っ
て
み
よ
う
」

で
は
い
け
ま
せ
ん
。
ま
ず
、
勝
浦

町
農
協
や
薬
用
植
物
研
究
会
員
で

栽
培
を
さ
れ
て
い
る
先
輩
農
家
、

ま
た
町
産
業
課
の
指
導
と
助
言
を

必
ら
ず
受
け
て
下
さ
い
。

去
ら
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

一
方
、
こ
の
勝
浦
の
地
に
根
づ

き
そ
の
将
来
が
大
い
に
期
待
さ
れ

る
も
の
も
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。

今
回
は
そ
の
な
か
か
ら
、
規
模
は

小
さ
く
て
も
経
営
的
に
非
常
に
お

も
し
ろ
く
将
来
に
期
待
の
も
て
る

L

予
防
が
中
心
で
す
〆
肥
料
は
冬
期

に
油
カ
ス
や
鶏
フ
ン
だ
け
で
十
分

で
すl
。
将
来
木
が
大
き
く
な
れ
ば

誘
引
や
勢
定
作
業
も
少
し
は
手
聞

が
か
か
る
で
し
ょ
、
っ
。

十
ア
ー
ル
当
り
植
栽
本
数
約
百
本
、

二
、
販
売

平
均
販
売
価
格
(
市
場
売
り
)
約

昨
年
初
め
て
勝
浦
町
農
協
か
ら

二
千
円
を
想
定
す
れ
ば
、
�
 

約
三
十
キ
ロ
グ
ラ
ム
を
出
荷
し
ま

]
C
Z

×

斗
�
 ×

司
耳
。

し
た
。
そ
し
て
今
年
は
五
月
十
四

計
算
上
で
は
反
当
り
二
百
万
円

日
�
 二
十
九
日
頃
ま
で
の
聞
に
約

も
夢
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
話
半
分

サ
ン
シ
ョ
ウ
に
つ
い
て
ご
報
告
し

二
百
九
十
、
キ
ロ
グ
ラ
ム
を
出
荷
し

と
し
て
も
お
も
し
ろ
い
こ
と
が
お

た
く
思
い
ま
す
。

ま
し
た
。(
伸
び
率
は
約
十
倍
)
来

わ
か
り
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

年
の
予
想
は
約
六
百

1
七
百
キ

]
C
C
du 

ロ
グ
ラ
ム
と
見
込
ま
れ
、
将
来
は

四
、
問
題
点

面
積
が
伸
び
な
く
て
も
約
十
ト
ン

過
去
の
経
験
か
ら
次
の
点
が
問

が
見
込
ま
れ
ま
す
。
市
場
で
の
販

題
点
で
あ
り
ま
す
。

e

売
価
格
は
、
当
初
キ
ロ
グ
ラ
ム
当

川
生
育
途
中
で
の
枯
死
が
多
い

り
五
千
円
、
中
間
時
点
で
約
千
八

そ
の
理
由
と
し
て
、
�
 
胴
枯
病
、
�
 

N
PO
C
O
Z
H

N
C
C

百
円
、
最
終
時
点
で
八
百
円
で
あ

③
天
牛
の
喰
入
、
。
乾
燥
の
害
、

り
、
管
内
の
総
平
均
販
売
価
格
は

(巴
雑
草
の
菅
理
が
出
来
な
い
。
等

約
二
千
三
百
円
で
す
。
市
場
関
係

間
収
穫
期
聞
が
短
く
手
聞
か
多

者
の
話
や
薬
用
業
界
の
見
通
し
で

く
か
か
る
。(
横
瀬
付
近
で
は
、
五

は
そ
の
将
来
に
明
る
い
も
の
が
あ

月
十
二
日
頃
か
ら
十
九
日
頃
ま
で

いフ:t;7}(と L、っしょ。� 

-築こう水のある 豊かな暮らし・� 

B月1日は「水の日」� 
1日から� 7日は「水の週間」です

貯
蔵
用
ス
ダ
チ
の

栽
培
と
貯
蔵
に

つ
い
て
の
講
演
会

開
催
の
お
知
ら
せ

貯
蔵
用
ス
ダ
チ
を
栽
培
さ
れ
て


い
る
農
家
の
方
ぜ
ひ
ご
聴
講
下
さ


、
。
 

一
、
主
催


勝
浦
町
、
町
内
両
農
業
協
同
組

合
、
勝
浦
町
果
樹
研
究
会
、
勝
浦

地
区
ス
ダ
チ
研
究
会
。

'
i
v二

、
日
時

昭
和
六
十
一
年
八
月
五
日
午
後

一
時

1
四
時

三
、
場
所

住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
三
階

四
、
講
師

県
果
樹
試
験
場
栽
培
科

佐
金
利
長

県
農
業
改
良
課

尾
山
専
門
技
術
員

五
、
内
容

果
樹
の
情
勢
全
癒
と
ス
ダ
チ
の

立
場
、
ス
ダ
チ
の
貯
蔵
技
術
と
貯

蔵
に
耐
、
え
る
ス
タ
チ
の
栽
培
に
つ

O O
い
て
、
等
の
お
話
し
で
あ
り
ま
す
。

六
、
そ
の
他

無
料
で
す
。
時
間
を
厳
守
下
さ

参
考
に
供

一
、
栽
培

最
近
の
漢
方
薬
ブ
ム
に
の
り
、

み
か
ん
園
の
改
植
と
し
て
サ
ン
シ

ョ
ウ
を
昭
和
五
十
七
年
度
に
約

十
ア
ー
ル
、
五
十
八
年
度
以
後
本

年
ま
で
に
約

一
・
五
ヘ
ク
タ
ー
ル

計
約

一
・
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
植
、
え

つ
け
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
栽
培

管
理
は
非
常
に
や
さ
し
く
、
雑
草

退
治
と
平
八
牛
の
予
防
、
胴
枯
病
の
�
 

MUS04
テキストボックス
将来に期待のもてる
サンショウの木を作りませんか
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y
ン
|
ト
ベ
ル
ト
な
ん
て
、
格

好
悪
く
て
や
っ
て
ら
れ
な
い
よ
。

シートベルト� 100%着用

ザコカミ

ま
だ
五

y

で
は 

ン
|
ト
ベ
ル
ト
着
用
推
進

運
動
。
が
行
わ
れ
ま
す
。

ト
ふ
、
「
ノ
。

第194号

県民総ぐるみ運動

い
く
ら
腕
自
慢
で
も

衝
撃
に
は

耐
え
ら
れ
ま
せ
ん

8
月
1
日
J
9
月
刊
日

高
速
道
路
な
ら
と
も
か
く
一
般
道

路
だ

っ
た
ら
、
も
し
も
の
と
き
は

腕
を
つ
っ
ぱ
れ
ば
大
丈
夫
。
ー
ー

な
ど
と
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
軽
視
し

て
い
る
人
は
い
ま
せ
ん
か
。

昨
年
九
月
、
道
路
交
通
法
の
一

部
改
正
で
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用

が
義
務
付
け
ら
れ
て
か
ら
は
、
高

速
道
路
で
の
着
用
率
は
九
五
%
を

超
え
ま
し
た
が
、
一
般
道
路
で
は
、

O
%
を
ち
ょ
っ
と
上
回
る

程
度
で
す
。

車
の
事
故
は
、
低
速
だ
か
ら
安

全
、
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
を
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
、

た
っ
た
二
十
キ
ロ
の
ス
ピ
ー
ド
で

死
亡
し
た
事
故
の
例
も
あ
り
ま
す
。

八
月
一
日
か
ら
九
月
二
十
日
ま

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
効
用
と
正
し

い
着
用
に
つ
い
て
考
、
え
て
み
ま
し

ガ
目り

飛
び
出
す
の
を
防
ぐ

率
を
運
転
し
た
こ
と
の
あ
る
人

は
一
度
や
二
度
、
急
ブ
レ
ー
キ
を

踏
ん
だ
こ
と
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

そ
の
と
き
、
あ
な
た
の
体
は
ど
う

な
り
ま
し
た
か
。
多
分
、
体
が
前

に
か
な
り
つ
ん
の
め
っ
た
は
ず
で

す。
そ
れ
と
同
じ
こ
と
が
、
衝
突
事

故
に
遭
っ
た
と
き
に
起
こ
り
ま
す
。

そ
れ
も
何
十
倍
も
の
カ
に
な
っ
て

で
す
。

あ
る
実
験
で
は
、
時
速
二
十
キ

ロ
の
ノ
ロ
ノ
ロ
運
転
で
さ
え
、
シ

ー
ト
ベ
ル
ト
を
締
め
て
い
な
い
人

形
は
衝
突
の
瞬
間
約
二
メ
ー
ト
ル

も
前
方
に
飛
び
出
し
ま
し
た
(
た

だ
し
フ
ロ
ン
ト
ガ
ラ
ス
は
は
ず
し

て
あ
り
ま
し
た
。)
逆
に
、
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
を
締
め
て
い
た
人
形
は
、

時
速
五
十
キ
ロ
で
も
前
に
飛
び
出

さ
ず
、
し
っ
か
り
と
シ 

ト
に
ひ

l

き
止
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

実
際
、
ど
の
く
ら
い
の
カ
が
衝

突
時
に
加
わ
る
か
と
い
う
と
、
時

速
二
十
キ
ロ
の
低
速
で
き
、
ぇ
、
乗

っ
て
い
る
人
に
加
わ
る
力
は
体
重

の
約
六 
1
七
倍
と
い
わ
れ
て
や
去

す
。
ま
た
、
衝
突
の
、 

司
λ

ゾ
ク
を

V

人
聞
が
手
で
支
え
ら
れ
る
の
は
、

せ
い
ぜ
い
体
重
の
二 
1
三
倍
程
度
1

こ
れ
を
時
速
に
直
す
と
、
時
速
七

キ
ロ
が
限
度
で
す
。

こ
れ
で
は
、
い
く
ら
腕
自
慢
で

も
耐
え
ら
れ
な
い
の
が
よ
く
わ
か

り
ま
す
。 

C王豆豆D
車
内
で
体
を� 
13¥ 
て〉� 

17 
て

命
を
落
と
す

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は
、
車
に
乗
っ

て
い
る
人
を
シ 

ト
に
ひ
き
止
め

l

て
く
れ
ま
す
が
、
車
の
中
に
は
ど

ん
な
危
険
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
。

車
に
乗
っ
て
い
て
事
故
に
遭
い
、

死
亡
し
た
人
の
損
傷
部
位
を
み
る

と
、
五
七
%
が
頭
で
す
。
ま
た
、

胸
を
ハ
ン
ド
ル
な
ど
に
ぶ
つ
け
て

死
亡
し
た
人
は
一
八
%
で
、
頭
部

と
あ
わ
せ
る
と
七
五
%
に
も
の
ぼ

っ
て
い
ま
す
。

フ
ロ
ン
ト
カ
ラ
ス
、
ハ
ン
ド
ル
、

l

ダ
ッ
シ
ュ

・
ボ 

ド
な
ど
、
車
の

中
に
は
危
険
物
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

車
の
衝
突
事
故
で
怖
い
の
は
、
車

が
つ
ぶ
れ
る
こ
と
で
は
な
く
、
車

の
中
で
人
聞
が
シ
ー
ト
か
ら
放
り

出
さ
れ
あ
ち
こ
ち
に
ぶ
つ
か

っ
て

り
、
火
が
出
た
時
に
早
く
車
外

に
脱
出
で
き
る
。

し
ま
う
こ
と
で
す
。

万
一
、
事
故
を
起
こ
し
て
も
、

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
締
め
て
い
れ
ば
、

で
安
全
な
運
転
が
で
き
る
。

。

。


マ
コ
ー
ナ
ー
な
ど
や
曲
が
る
と
き
、

体
が
し
っ
か
り
固
定
さ
れ
る
の

車
の
中
に
あ
る 
ν
危
険
物

を
ぶ
つ
け
て
命
を
落
と
す
こ
と
は

防
げ
る
で
し
ょ
う
。

H

に
体

あ
な
た
の
命
を
守
っ
て
く
れ
る

シ
!
ト
ベ
ル
ト
。

十
早
に
乗
っ
た
ら
、

か
け
る
前
に
シ 

ト
ベ
ル
ト
を
締

l

め
る
|

|
こ
れ
を
ぜ
ひ
実
践
し
て

く
だ
さ
い
。

そ
の
ほ
か
に
も
、
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
に
は
次
め
よ
う
な
効
用
か
あ
り

ま
す
。

マ
車
外
に
放
り
出
さ
れ
る
の
安
防
ぐ

マ
衝
突
時
に
意
識
不
明
に
な
る
こ

と
が
少
な
く
、
車
か
水
没
し
た

シートベルトは，ただ漫然と締めても効果は望めません。正しい締め

方をぜひ覚えて〈ださい(ここでは� 3点式シートベjレ卜の着用方/去を図

解しますL
会司、
、� ).，. -

要をかけ，ベルトは腰骨の位置 一
ir .

①ベル |、は腰の位置で締める

シートは倒さず采(s
IJ‘，・

で締めて〈ださい。腰(骨盤)は体の中て最もじよう，� l: ↓当主ど圃

な位置です。お腹はやわらかすぎるのて.危険て'す。 一� 
②ベルトはよじれていませんか

ベルトがよじれていると，部分的に圧力が高まってし

まい，十分な効果が得られなくなります。 また，ベル|、


j通
が首にかからないようにしましょう 。� 

i..-:r.. ③ノ'¥'/クルはカチ� y と音がしましたか岬

いなヨモ〉 カチ� y という音がし っかりと差し込

で役〉 まれた証拠の音什。

~三D
体

エ
ン
ジ
ン
を

*お子さんが� 3点式ベルトを使うと，ベルトや顔や首にあたるのでかえ

って危険です。後部座席で2点式ベルトを使用するようにして〈ださい。

女長さ調節式べ� lレ卜の場合は，胸と肩べjレ|、の問に，にぎりこ，� l:しが� 1
つ入る〈らいの余裕をもたせて調節して〈ださ い。

MUS04
テキストボックス
シートベルト100%着用県民総ぐるみ運動
いくら腕自慢でも衝撃には耐えられません8月1日～9月20日

MUS04
テキストボックス
シートベルトの正しい締め方
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お
伺
い
し
ま
す
。

①
国
民
の	

一
日
の
生
活
時
聞
の

配
分

②
個
人
の
自
由
時
聞
の
活
動
(
ス

ポ
ー
ツ
、
学
習

・
研
究
、
経
昧

・

娯
楽
、
社
会
奉
仕
、
旅
行

・
行
楽

な
ど
を
、
年
間
で
「
何
日
」
ぐ
ら

い
、
「
だ
れ
」
と
し
て
い
る
の
か
と

い
っ
た
調
査
)

調
査
対
象
は
全
国
に
住
む
十
五

歳
以
上
の
人
で
、
今
回
は
約
九
万

五
千
世
帯
を 

く
じ
引
き
。
の
原

理
で
選
び
ま
す
。

調
査
に
ご
協
力
し
て
い
た
だ
く


方
は
、
調
査
員
が
配
布
し
た
調
査


察
に
要
件
を
書
き
こ
ん
で
い
た
だ


産

業

課

係

長 H

十
ど四 

う時 

使間 

つ

て
ま
す
か


.. 


H

長

-
社
会
生
活
基
本
調
査
・

ま
す
。
こ
の
調
査
は
総
務
庁
が
昭

和
五
十
一
年
以
来
五
年
ご
と
に
行

っ
て
い
る
も
の
で
、
今
年
で
三
回

。
い
ま
国
民
は
社
会
に
何
を
求

め
、
生
活
の
な
か
で
何
を
し
た
い

の
か 

今
年
の
十
月
一
日
現
在
で
、

全
国
一
斉
に
行
わ
れ
る
「
社
会
生
活

目
を
迎
え
ま
す
。 

基
本
調
査
」
が
そ
れ
を
調
査
し
ま

す。

こ
の
調
査
は
国
民
の
社
会
生

活
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
、
さ
ま

ざ
ま
な
行
政
施
策
の
基
礎
資
料
と

し
て
役
立
て
る
た
め
に
実
施
さ
れ

次
の
と
お
り
、
七
月
一
日
付
け


で
職
員
の
人
事
異
動
が
あ
り
ま
し


た
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い


し
ま
す
。
(
)
内
は
旧
任
で
す
。


総
務
課


課

早

川

進

(

産

業

課

)

課
長
補
佐 

松

浦

照

雄

.
査
事� 
項
は
大

分き
け〈
勺ニ

れつ
ま lこ

調

す

調
査
で
は
主
に
次
の
二
点
を

課王

事 長

税
務
保
険
課

課

長

王王 玉

事 事 事

住
民
福
祉
課

課

長

倉

橋

孝

明

(
議
会
事
務
局
)

松

田

常

男

(
住
民
福
祉
課
)

小

谷

和

寛

(総

務

課

藤

田

都

(

総

務

課

)

松

下

義

和

(

産

業

課

)

野

上

武

典

(
住
民
福
祉
課
)

橋

谷

時

厳
重
に
き
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
調

査
票
は
集
計
完
了
後
、
直
ち
に
焼

却
さ
れ
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
ご

記
入
く
だ
さ
い
。

み
な
さ
ん
の
幸
せ
な
生
活
を
つ

く
る
た
め
の
「
社
会
生
活
基
本
調

査
」
に
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

事

建
設
課

光

井

雅

己

(税
務
保
険
課 
)

幸

野

照

子

(
勝
浦
病
院
)

柳
漆

裕
之

(
同
和
対
策
課
)

駒

津

輝

幸

(
勝
浦
会
館
)

佳

木

勲

(

建

設

課

)

勝
浦
病
院

係

長

農
業
委
員
会

主

事

五
月
ニ
+
=
百
付
異
動

総
務
課

王

事

定

作

光

子

(
税
務
保
険
課
)

伊

丹

真

悟

(総

務

課

)

福
徳
ヤ
ス
エ

課
長
補
佐

)

技 王

師 事

(
事
宋
課
係
長
兼
務
)

同
和
対
策
課

課

長
課
長
補
佐

玉 f系

事 長

(
勝
浦
病
院
)

坂

田

敬

子

(
教
育
委
員
会
)

前
回
日
光
司

(農
業
委
員
会
)

事

岩

佐

誠

明

、王

(
教
育
委
員
会

き
ま
す
。
そ
の
後
、
調
査
員
が
調

査
票
の
回
収
に
お
伺
い
し
ま
す
。

国
民
の
幸
せ
な

生
活
づ
く
り
の
調
査

調
査
結
果
は
全
国
お
よ
び
地
域

別
に
ま
と
め
ら
れ
、
余
暇
施
設
や

余
暇
関
連
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方
、

夫
婦
や
世
代
聞
の
家
事
、
仕
事
の

分
担
な
ど
、
国
民
生
活
の
さ
ま
ざ

ま
な
社
会
的
課
題
を
分
析

・
検
討

す
る
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。

調
査
内
容
は
、
固
く
秘
密
が
守

ら
れ
ま
す
。
ま
た
調
査
以
外
の
目

的
に
は
使
わ
れ
な
い
よ
う
法
律
で

イ系王

長事

議
会
+
事
務
局

事
務
局
長

勝
浦
会
館

館

長

教
育
委
員
会

事
務
局
長

係

長

国

清

一

治

(

総

務

課

)

秋
成
ふ
み
よ

(

同

主

事

)

松

本

重

幸

(
教
育
委
員
会
)

岡

本

政

市

(
税
務
保
険
課
)

河

野

精

二

(
同
和
対
策
課

長

町

豊

秋

(
住
民
福
祉
課
)

坂

部

幸

子

(

建

設

課

)
¥

補� 4

(大 』
建西�  f

設博;
己

諜

(
税
務
保
険
課
)

MUS04
テキストボックス
町職員人事異動と昇格

MUS04
テキストボックス
二十四時間どう使ってますか



l

込

優ー

第
刊
固

勝

星
ハ
合 

チ

ム

A

l

A
-

準
優
勝

石

原

チ 

ム

A

に
輝
く

B l

六
月
六
日
か
ら
始
ま
っ
た
リ
ー

A

グ
戦
で
各
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
坂
本 H

f

第194号 -IJ Jコ� つ� ら 昭和61年 8月1日 (6) 

・

星
谷 

石
原
・
星
谷 

の
各
チ

ー
ム
が
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
ま
で

進
み
ま
し
た
。
決
勝
は
星
川
八
口 

と

石
原
に
よ
り
七
月
二
日
に
行
わ
れ

優
勝
戦
に
ふ
さ
わ
し
い
好
ゲ
ー
ム

の
末
、
星
川
人
口 

の
劇
的
な
逆
転
サ

ヨ
ナ
ラ
で
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

A

優
勝
し
た
星
谷 

チ 

ム

ク
大
会
の
町
予
選
を
登
録
チ 

ム

に
よ
っ
て
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。登

録
を
希
望
す
る
チ
ー
ム
は
、

八
月
五
日
ま
で
に
町
教
育
委
員
会

に
て
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

又
す
で
に
登
録
さ
れ
て
い
る
チ

ー
ム
で
チ 
l
ム
名
、
代
表
者
名
の

変
更
が
あ
る
場
合
も
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。 

l

社
会
総
合
大
学

グ
学
習
日
の
お
知
ら
せ

習
字
学
級

ん
月
七
日
(
木
)

八
月
二
十
八
日
(
木
)

時
間

午
後
七
時
1
午
後
九
時

場
所

福
祉
セ
ン
タ
ー
図
書
室

墨
総
当
級

八
月
七
日
(
木
)

八
月
十
七
日
(
日
)

時
間

午
後
七
時
三
十
分 
1
午

後
九
時
三
十
分

場
所

福
祉
セ
ン
タ
ー
和
室

短
観
単
級

九
月
十
三
百
(
土
)

題

「露」

出
露
締
切
日

八
月
二
十
日

〈
学
級
生
募
集
の
お
知
ら
せ
〉


油
給
教
室


〈
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
〉

開
催
日

毎
月
第
一
、
三
、
五


土
曜
日
午
後
七
時


歳
以
上
)
・

申
込
は
町
教
育
委
員
会
ま
で
。


日

町
内
に
六
ヵ
月
以
上
引
き
続
い

第
二
回
川
柳
教
室
を
聞
き
ま
す
。

時

昭
和
六
十
一
年
八
月
二 H

8
月
日
・
ロ
日

ー 

特
別
証
書
も

お
忘
れ
な
く
1
1
1

八
月
期
の
支
払
い
は
、
八
月
十

一
日
(
月
)
と
十
二
日
(
火
)
に

各
指
定
郵
便
局
で
お
支
払
い
い
た

し
ま
す
の
で
、
お
受
取
り
く
だ
さ

な
お
、
今
回
は
証
書
を
お
預
り

し
、
次
回
か
ら
の
金
額
を
打
ち
込

み
ま
す
の
で
指
定
日
以
降
に
受
領

さ
れ
る
場
合
は
、
早
目
に
指
定
郵

便
局
で
受
け
取
ら
れ
、
証
書
を
役

場
住
尽
福
祉
課
ま
で
お
送
り
く
だ

さ
い
。

同
祈
る

各
句
題
二
句
と
雑
詠
一
句
を
八

月
十
日
ま
で
に
送
っ
て
下
さ
い
。

宛

先
l

wnv
由
回
目 

県
民
ス
ポ
ー
ツ
祭

南
部
ブ
ロ
ッ
ク
町
予
選
大
会

(
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
・
軟
式
野
球
)

の

お

知

ら

せ

県
民
ス
ポ
ー
ツ
祭
南
部
ブ
ロ
ッ

l J

同
司成

年
の
部

・
壮
年
の
部
(
四
十

家
庭
婦
人
の
部

〈
軟
式
野
球
〉

愛
犬
家
の
皆
様
へ

犬
は
最
も
+
口
く
か
ら
家
畜
化
し

た
動
物
の
一
つ
で
す
。

犬
を
飼
う
以
上
は
、
登
録
し
、

狂
犬
病
予
防
注
射
を
必
ず
受
け
家

族
の
王
貝
と
し
て
愛
情
と
責
任
を

も
っ
て
一
生
飼
う
よ
う
に
し
ま
し

ょ、つ。登
録
に
つ
い
て


町
役
場
住
民
福
祉
課
ま
で


登
録
料
二
千
百
円


狂
犬
病
予
防
注
射
に
つ
い
て


今
年
度
の
一
斉
注
射
が
終
っ
て


い
る
の
で
、
個
人
で
獣
医
に
て


受
け
て
く
だ
き
い
。


注
射
料
二
千
五
百
円


砂
犬
は
つ
な
い
で

飼
い
ま
し
ょ
う
。

O O

成
年
の
部
・
壮
年
の
部
(
四
十

歳
以
上
)

選
手
資
格

て
居
住
し
て
い
る
こ
と
。 

O
年
齢
の
計
算
は
、
中
央
大
会
(十

一
月
上
旬
)
開
催
前
日
を
基
準

と
し
て
計
算
す
る
こ
と
。棋

盤

p

句 場

題 所

十
三
日
(
土
)

午
後
一
時 
1
四
時

住
思
福
祉
セ
ン
タ
ー
二

階
和
室

ハ
門
靴
口
口
紅

勝
浦
町
横
瀬

中
国
ヤ
ス
エ

福
田
白
影
先
生

三
百
円

会講

費師

O

ff生


一飼い犬は必ずつないてくださいー

不用犬買い上げ日

8 月 6 日 ~N
 

8 月 20 日 ~N


成犬� 300円


小犬� 100円
 点� 

MUS04
テキストボックス
地区対抗ソフトボール大会リーグ戦
優勝星谷Ａチーム
準優勝石原チームに輝く

MUS04
テキストボックス
福祉年金支払日

MUS04
テキストボックス
文化協会からのお知らせ
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会
議
終
、
ぇ
議
案
静
か
な
幕
と
な
り

池
高
を
名
乗
り
徳
島
知
っ
て
く
れ

坂

本

谷

富

士

静
か
な
子
壁
に
大
き
く
母
の
顔

人
情
の
温
く
さ
を
知
っ
た
ス
ラ
ム

街

横

瀬

桂

木

掛

人

四
十
年
の
一波
一
度
に
帰
国
孤
児

手
な
朝

忘
れ
ん
ぼ
の
小
指
約
束
な
ど
し
な

い

横

瀬

中

田

万

里

お
悔
み
は
ぼ
そ
ぼ
そ
は
そ
と
そ
れ

で
治
み

痛
く
な
い
で
す
よ
と
十

l
ス
無
責

任

中

山

倉

橋

加

辻

替
え
ネ
ク
タ
イ
入
れ
出
張
と
言
、
っ

か
ぱ
ん

タ
ル
マ
に
目
入
れ
ネ
ク
タ
イ
を
締

め

な

お

す

立

川

竹

田

あ

ゆ

み

聞
き
馴
れ
ぬ
海
鳴
り
遠
き
旅
の
宿

旅
終
、
え
て
又
も
仕
事
に
精
を
出
す

立

川

前

田

千

恵

ふ
し
く
れ
の
指
を
気
に
し
て
酌
を

す
ノ
ヲ
。

友
の
来
ぬ
聞
に
ネ
ク
タ
イ
土
産
買

齢
老
い
て
嫁
の
情
け
の
深
き
知
る

病
床
に
人
の
情
け
が
身
に
し
み
る

独
り
者
静
か
な
朝
の
茶
を
入
れ
る

母
に
似
て
情
け
の
深
い
娘
が
ひ
と

り

沼

江

駒

濯

こ

つ

ゆ

と

リ

横

瀬

稼

勢

都

景

各
講
座
と
も
午
後
七
時
三
十
分

美
帆
)
長
女
真
友
子

か
ら
開
講
し
ま
す
。
(
習
字
の
み
七

一
一
言
が
過
ぎ
て
親
睦
会
白
ら
け

横

瀬

谷

酔

参

�

 

tl (7)党 た
菅可� 

:;rて
E五

フ-f'C

横 のの
点目 行 行
方方

錦 をは
内ま さ
どが

常わせ

だ輪
士反け に
本で母
足も

畠る 来
田妻る
の 祖 : 
 〈川柳〉

久留父
恵守も一せな

名
ば
か
り
の
父
だ
が
ネ
ク
タ
イ
贈

ら
れ
る

一
座
皆
ネ
ク
タ
イ
締
め
て
か
し
こ

ま

り

横

瀬

今

川

の

は

る

ラ
イ
バ
ル
の
ネ
ク
タ
イ
い
や
に
派

人
情
の
輸
に
包
ま
れ
て
故
国
踏
む

マ
ニ
キ
ュ
ア
の
嫁
を
迎
、
え
て
曲
肢
を

つ

ぐ

横

瀬

後

藤

列

東

微
笑
が
言
葉
が
薬
よ
り
も
効
き

た
だ
静
か
木
々
が
息
す
る
森
に
入

る

横

瀬

比

留

間

一

'
 

つ

立

川

堀

梅

子

ー¥

あ
り
が
と
う

巣
立
ち
ゆ
く
燕
に
軒
が
さ
ぴ
し
が

大

卒

中

角

河

野

通
宏
�
 

二
才
、

5

字
附
山

悦
子
」 J

4
一
-f
者

ご
ざ
い
ま
し
た

邑
町
れ

蛇
が
木
に
登
る
を
ジ
ッ
と
見
て
ひ

ゐ
・
お
く
や
み
申
し
ま
す

介

~ 

泣
け
る

一
と
し
き
り
電
話
の
前
で
お
じ
ぎ

し

て

生

名

倉

橋

テ

ル

定
例
会

水
鉄
飽
母
は
笑
顔
で
濡
れ
て
や
り

着
付
教
室

夏
痩
せ
の
帯
に
太
鼓
の
柄
が
出
ず

習
字
教
室

6 
日日日日
幽(利休)(刈 

ナ
�
 ス
来
る
ま
た
、
任
射
か
と
子
の

生
花
教
室

i

樹司直〔

5 

故忘指病 思 ら 慶

6
月
刊
日
1
7
月
刊
日

出
一
詠
は
包
月
七
日
ま
で
に

大
字
沼
江
字

一
楽

新

田

浅

�

 T
(出
才
)

三
句
ハ
ガ
キ
で

匿

名

(

横

瀬

)

送
り
究
勝
浦
町
一
一
一
渓

大
字
槻
野
字
西
久
保
矢
島
コ
ハ
ル
(
内
オ
)
�
 

以
上
の
か
だ
か
ら
善
意
銀
行

町
内
在
住
の
万
に
限
り
ま
す
。

稼
勢
広
夫
(
都
圏京)
ぎ
で

に
善
意
か
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

次
回
は
俳
句
、
そ
の
次
は
短
取
と
交
代
に

の
せ
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
役
句
く
芝
さ
い
。

心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

g
金

郷 ~L 1;1J記慕し弔
の� 1)ひの
人をそネ
情しとク

棚

野

谷

新

太

郎

生

名

丸

山

香

月

沼に た沼ナ タ
江負が江|イ
けのスだ

大にけ 黒しれ
岡寄で 井 U ん

タのせ 足
|名ノト た る

瞳ン を校闘暮

会
堂
)

幻
日
同
踊
り
教
室

目
白
川
�
 
着
付
教
室

-v



W

踊
り
教
室

勝
浦
同
和
問
題
研
究
会

-v
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久
国
山
崎
安
雄
/

平
内
金
千
鶴
枝
)
長
男
靖

大

善

意

F

展

大
字
三
渓
前
…
田

宇定岡

大
宇
マ
一
波
日
浦
寿
彦
/

幻
日
附
手
芸
教
室

づ
き
-

芋
定
岡
真
由
美
」一長

女

直

部
日
同
踊
り
教
室

大
才コ?
l'IO三
洲� t填

中� 
J11 

f
fh

ヘ
大
字
三
渓
字
定
例
�
 

/
阿

南

市

ヘ
大
字

6
月
刊
日
�
 7
月
刊
日
�
 

習
字
教
室
・
手
芸
教
室

i

お
誕
生
お
め
で
と
う

戸
籍
の
窓

ご
結
婚
お
め
で
と
う

一¥

e-可
決
品
十
回
国
測

川

県

-一口
-

{
H
A

J

・

ムロ町
一
二
女

怖

岡森紙木
部岡本原

生
花
教
室

手
芸
教
室
(
玉
ノ
木
公

美一 美光

20 19 12 
日日日
(7)<)(火)(刈

和郎�  1略〕佳一

時
開
講
)
時
間
に
遅
れ
な
い
よ
う

子

ご
参
加
く
だ
さ
い
�
 
c
 

子

勝
浦
会
館
八
月
行
事

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
わたしの作品

MUS04
テキストボックス
勝浦会館8月行事



第194号 ヌう込 Jコ フ ら 昭和61年� 8月 l日 (8) 

O O

O O
血
圧
測
定

内
科
一
般
診
査

栄
養
及
び
保
健
指
導

料

金

無
料

※
健
康
手
帳
を
ご
持
参
く
だ
さ

乳
児
健
康
診
査
及
び

離
乳
食
講
習
会

婦
人
ガ
ン
検
診

三
十
歳
会
ヤ
す
ぎ
る
と
、
子
宮
ガ

ン
、
乳
ガ
ン
が
急
増
し
ま
す
。

ガ
ン
の
初
期
は
、
自
覚
症
状
が

少
な
い
た
め
、
早
期
発
見
、
早
期

治
療
が
特
に
大
切
で
す
。

年
一
度
は
、
必
ず
検
診
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。

訂
正
と
お
詑
ぴ

先
月
易
手
衣
紙
の
な
か
で
「
恭

喜
恭
喜
方
悠
回
到
了
莱
愛
的
放

9
佐
浦
里
」
と
掲
載
し
ま
し
た

が
、
正
し
く
は
、
「
恭
喜
恭
喜
方

恋
回
到
了
来
愛
的
故
・ 
9
腔
浦
里
」

の
ま
ち
が
い
で
し
た
の
で
、
訂

正
し
て
お
詑
び
い
た
し
ま
す
。 

歳
六
ヵ
月
児

健
康
診
査

こ
の
時
期
は
、
心
身
、
精
神
共

巡
回
健
康
相
談

成
人
病
は
、
い
っ
た
ん
か
か
る

と
な
か
な
か
治
り
に
く
く
、
生
涯

病
気
と
付
き
合
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
く
な
り
ま
す
。

砂
成
人
病
対
策
と
し
て

一
、
早
い
時
期
か
ら
予
防
に
心
が

け
る
。

二
、
定
期
的
検
診
、
健
康
相
談
等

努
め
る
。

自
分
の
健
康
は
自
分
で
守
る
た
め

多
く
の
方
が
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

健
康
相
談
内
容 

H

と

き

離
乳
食
講
習

乳
児
健
診

と
こ
ろ

該
当
児

八
月
二
十
二
日
(
金
)

午
後
一
時
三
十
分 

二
時

i

時

八
月
二
日
(
土
)

十
二
時 

十
四
時

日

を
受
け
、
病
気
の
早
期
発
見
に

場

所

内

容

午
後
二
時
土
蒔
三
十
分

j

星
谷
、
岡
操
様
宅
横

勝
浦
病
院
小
児
科

昭
和
六
十
一
年
四
月
一

日
1
六
月
三
十
日
ま
で

に
生
れ
た
子

に
発
達
が
著
し
く
、
自
立
心
も
め

ば
え
る
等
、
特
に
心
身
障
害
の
早

期
発
見
や
、
し
つ
け
、
栄
養
な
ど

日
常
生
活
の
正
し
い
指
導
が
大
切

で
す
。
該
当
者
は
、
必
ず
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。

と

き

。
尿
検
査

月日�  I会 所� 

坂本集会所

巡回健康相談日程

H寺 間� 

午1iii1O時30分� 

lllf寺30分� 
%o(Ik) 

%(，付

%(}il 

%;(刈

砂]I[!-T集会所

星谷 集会所

~、 山L1J~‘、 ムZスA占邑

午後� l時30分� 

31f寺 

午後� 111寺30分� 

3時� 

午後� l時30分� 
-3時

そ
の
他
健
康
に
関
す
る
相
談

※
母
子
手
帳
を
ご
持
参
く
だ
さ 

。
子

宮

ガ

ン

検

診

四 

円

O
O

。
乳
腺
・甲
状
腺
検
診
二
五 

円
O

※

満

七

十
歳
以
上
の
方
は
無
料

で
す
。

O

と
こ
ろ

該
当
児

診
査
内
容 

歯
科
診
査

八
月
一
日
(
金
)

午
後
一
時
三
十
分
1
二

時
三
十
分

勝
浦
病
院

昭
和
五
十
九
年
十
二
月

一
日 

j
六
十
年
二
月
二

十
八
日
ま
で
に
生
れ
た

幼
児

※

母

子
手
帳
、
問
診
票
を
ご
持

参
く
だ
さ
い
。 

8月定例lω配ごと相談� 

日時 8月� 1日(針

午前 10時 一午後�  3時

人権・行政・厚生・福祉

場所 住民福祉センタ� -2階

(平日でも受付しておりますので)
お気軽にお問い合わせくださいj

夜間毅急当番表
8月1日 赤岩医院

⑤日 勝浦病院 (電話番号〕 

5日 山 西医院 勝浦病院
フ日

9日

11日

勝浦病院�  

湯浅医院

勝浦病院�  

2-2555 

山 西医院�  

13日 勝浦病院
2-302ア� 

湯浅医院�  
15日 勝浦病院�  2-2003 
。日 山西医院 赤岩医院�  
19日 勝浦病院�  2-2006 
21日 湯浅医院�  

23日 勝浦病院�  

25日 赤岩医院�  

27日 勝浦病院�  

29日 山西医院

¥ー一'

」一一⑪白 勝浦病院

平日 午後6時~翌朝午前9時
休日 午後フ時~翌朝午前9時

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス




